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本研究は，本学の PBL(Project Based Learning)で使用されている「週報」を改善し，振り返り支援を行うことに
より学習者の内省を促すことを目的にする．内省を促すことで PBL における学びを学習者に意識させ，学びを定着




示唆された．2017 年度は，学生らは未解決になっている Problem，未実践になっている Try，外化されていない事
柄を発見することが困難であることがわかった．
The purpose of this study is to support self-reection by improving weekly reports and giving analysis re-
sults in Project-Based-Learning(PBL). Encouraging self-reection, students can be made aware of learning.
Therefore, we analyze unresolved problems and untried tries from the Keep-Problem-Try(KPT) that writ-
ten by students. After that, we give results of analysis at reection. In this paper, we report two things.
First, we analyzed weekly reports that focusing on word frequencies and similarity of sentences. Second,
we researched information that students are dicult to nd. Previous year, the analysis results provided
could not contribute in reection because amount of information was inferior to the documents created by
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すべて学部 3 年生であり，2016 年度は 16 名（うち
2チーム各 5名，1チーム 6名），2017年度は 14名

















お，図 2では KPTはそれぞれ 2つ，アドバイスは 1
つのみ記述しているが，記述量を制限することはして
いない．
図 2 KPT 週報
3. 2 週報データの収集 (2016年度)
通年で収集することができたデータ量は，前期（4
月～8月）が 12週分で計 78,832文字，後期（9月～





3. 3 週報データの分析 (2016年度)















































































































































































図 10 Problem を記述する際の行動で，最も当てはまる
ものは次のうちどれか





















































図 14 振り返りで大変だったことのうち，当てはまるものはどれか (複数回答)




























数を集計した．チーム a の Problem，Try の集計結
果をそれぞれ図 17，図 18に，チーム bを図 19，図












1 解決 (実践) した日付は把握できるが，
Keepへの記述が見受けられない
2 解決 (実践) した日付は把握できるが，
Keep への記述が不明瞭で他の文章に包
括されている




が未解決，Try のうち約 3 割が未実践という結果が
36
図 15 全学生の外化レベルの内訳 (Problem)

















図 17 チーム a における外化レベル別の出現数
(Problem)
図 18 チーム a における外化レベル別の出現数 (Try)
図 19 チーム b における外化レベル別の出現数
(Problem)
37
図 20 チーム b における外化レベル別の出現数 (Try)
図 21 チーム c における外化レベル別の出現数
(Problem)






































































参 考 文 献
[ 1 ] Moon, J. A. (2004). A Handbook of Reective
and Experiential Learning: Theory and Practice
Routledge. (和栗百恵 (訳) (2010). 「ふりかえり」と
学習{大学教育におけるふりかえり支援のために (特集
FD の新しい動向) 国立教育政策研究所紀要)
[ 2 ] 河井亨, 木村充: サービス・ラーニングにおけるリフ
レクションとラーニング・ブリッジングの役割:立命館
大学「地域活性化ボランティア」調査を通じて, 日本教
育工学会論文誌, Vol.36, No.4, pp.419-428, 2013.
[ 3 ] 舘野泰一, 森永雄太: 産学連携型 PBL 授業における
質問を活用した振り返り手法の検討, 日本教育工学会論
文誌, Vol.39, No.Suppl, pp.97-100, 2015.
[ 4 ] 松原裕之, 花原雪州: KWS 振り返りのなぜなぜ分
析による問題解決力を育成する取り組み, 工学教育,
Vol.63, No.5, pp46-52, 2015
[ 5 ] 小柳津久美子: 段階的 PBL 実践研究～振り返りに
着目して, 東邦学誌, Vol.44, No.1, pp.17-32, 2015.
[ 6 ] 松原裕之: テキストマイニングを用いたエンジニア
リングデザイン教育の振り返りの分析, 情報教育シンポ
ジウム 2014 論文集, Vol.2014, No.2, pp.57-63, 2014.
[ 7 ] 岩見建汰, 伊藤恵, 冨永敦子, 大場みち子: KPT
を用いた PBL 週報の分析と PBL 振り返り支援
の試み, 教育システム情報学会第 42 回全国大会,
http://www.jsise.org/taikai/2017/program/contents/
pdf/C3-2.pdf
[ 8 ] 伊藤恵, 雲井尚人, 木塚あゆみ: 情報系必修 PBL 科
目の週報データの分析と考察, 日本ソフトウェア科学会
大会論文集, Vol.32, 2015.
[ 9 ] PBL 教材洗練 WG: PBL（Project Based Learn-
ing）型授業実施におけるノウハウ集, http://grace-
center.jp/wp-content/uploads/2012/05/
pblknowhow20110726.pdf, 2017年 12月 1日アクセス.
39
